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・
第
６
代

　
鹿
沼
市
長
に

　
就
任

・
市
指
定
ゴ
ミ
袋
の
値
下
げ

・
ま
ち
の
駅
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

・
茂
呂
に
路
面
冠
水
情
報
表
示
板
設
置

・
北
押
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
セ
ン
タ
ー
供
用
開
始

・
こ
ど
も
医
療
費
助
成
拡
大

  

（
小
学
３
年
生
か
ら
６
年
生
へ
）

・
中
央
小
学
校
供
用
開
始

・
東
日
本
大
震
災
発
生
、
飯
舘
村
民
等
約

５
０
０
名
の
避
難
者
受
入
れ

・「
ま
ち
の
駅  

新
・
鹿
沼
宿
」オ
ー
プ
ン

・
上
都
賀
総
合
病
院
へ
地
域
医
療
再
生
補

助
金
の
交
付
等
実
施

・
鹿
沼
市
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言

・「
自
治
基
本
条
例
」施
行

・
JR
鹿
沼
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業
完
了

・「
日
本
そ
ば
サ
ミ
ッ
ト 

in 

鹿
沼
」開
催

・
消
防
署
粟
野
分
署
供
用
開
始

・「
平
野
早
矢
香
卓
球
大
会
」開
催

・
貝
島
西
土
地
区
画
整
理
事
業
完
了

・
こ
ど
も
医
療
費
の
現
物
給
付
拡
大

  

（
３
歳
未
満
か
ら
未
就
学
児
へ)

・
に
っ
こ
り
保
育
園
供
用
開
始

・
粟
野
小
学
校
供
用
開
始

・「
ま
ち
の
駅　
新
・
鹿
沼
宿
」

　
物
産
館
買
物
客
１
０
０
万
人
突
破

・
ま
ち
の
駅
１
０
０
駅
到
達

・
南
押
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
供
用
開
始

・「
奥
の
細
道
サ
ミ
ッ
ト
鹿
沼
大
会
」開
催

・
こ
ど
も
医
療
の
現
物
給
付
拡
大

  

（
中
学
３
年
生
ま
で
）

・
鹿
沼
産
木
材
の
森
林
認
証
取
得

・
い
ち
ご
市
宣
言

・「
鹿
沼
今
宮
神
社
祭
の
屋
台
行
事
」が

　
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登
録

・「
こ
ど
も
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」設
置

・
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
い
ち
ご
っ
こ
か
ぬ
ま
」設
置

・
第
１
回「
い
ち
ご
の
も
り
」開
催

・
全
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
完
了

  

（
北
小
を
除
く
）

・
い
ち
ご
新
規
就
農
者　

施
設
整
備
支
援

制
度
開
始

・
新
国
立
競
技
場
へ
の
鹿
沼
産
材
採
用
決
定

・
ロ
ー
マ
教
皇
に
さ
つ
き
盆
栽
等
を
贈
呈

・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
開
始

・
こ
ど
も
の
遊
び
場「
い
ち
ご
っ
こ
広
場
」

　
オ
ー
プ
ン

・
市
奨
学
金
の
定
住
減
免
制
度
開
始

・
北
小
学
校
の
耐
震
改
修
工
事
完
了

・
北
犬
飼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
供
用
開
始

・
全
児
童
生
徒
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
配
備

・
令
和
元
年
東
日
本
台
風
の
ほ
ぼ
全
て
の

復
旧
工
事
の
完
了

・「
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
」施
行

・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
＆
フ
ァ
ミ
リ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
へ
拡
充

・「
と
ち
ぎ
国
体
」開
会
式
ご
臨
席
の
天
皇

皇
后
両
陛
下
を
奉
迎

・「
子
ど
も
の
居
場
所
」開
設

・
こ
ど
も
医
療
費
の
現
物
給
付
拡
大

  

（
高
校
３
年
生
相
当
年
齢
ま
で
）

・
西
大
芦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
供
用
開
始

・
市
役
所
新
庁
舎
完
全
開
庁

・「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
条
例
」施
行

・
鹿
沼
市
女
性
議
会
開
催

・「
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
鹿
沼

　
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
＆

　
ス
パ
」オ
ー
プ
ン

・
鹿
沼
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地

　
第
１
期
分
譲
完
了

・「
大
芦
川
流
域
に
お
け
る

　
生
活
環
境
等
の
保
全
に
関
す
る
条
例
」

　
施
行

・「
福
祉
ま
る
ご
と
相
談
室
」開
設

・「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」設
置

・
小
中
学
校
再
編
に
向
け
た
説
明
会
開
催

・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
＆
フ
ァ
ミ
リ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
サ
ー
ビ
ス
拡
充

  

（
住
民
票
の
続
柄
表
示
変
更
）

平成
20年

平成
29年

平成
21年

平成
22年

平成
30年

平成
23年

令和
元年

平成
24年

令和
２年

平成
25年

令和
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平成
26年

令和
５年

令和
４年

平成
27年

平成
28年

令和
６年

佐藤市政　16年の歩み

　平成20年の市長選で、61歳で初当選して以来４期16年、
財政健全化を掲げ、“医療と福祉”の重視と“透明で公平・公
正な市政運営”を基本に、 「笑顔あふれるやさしいまち」を目
指すまちの姿として掲げ、市政の運営を担ってまいりました。
　振り返りますと、就任早々の集中豪雨による車両の水没事
故、その後の東日本大震災、平成27年の関東・東北豪雨、令
和元年東日本台風など多くの災害に見舞われた中、防災対策
の充実に努め、昨年５月には防災拠点となる市役所新庁舎を
開庁することができました。
　また、 「まちの駅 新・鹿沼宿」、 「粟野小学校」など公共施
設の建設や「鹿沼インター産業団地」の造成、「JR鹿沼駅東通
り」整備、そして「スノーピーク鹿沼キャンプフィールド＆
スパ」など将来に残すべき施設整備を進めるとともに、協働
のまちづくりのベースとなる「自治基本条例」の制定、 「いち
ご市宣言」によるシティプロモーション、さらには「パート
ナーシップ宣誓制度」など先駆的人権問題への取組、 「鹿沼今
宮神社祭の屋台行事」のユネスコ無形文化遺産登録やローマ

教皇へのさつき盆栽贈呈など国内外へのアピールにも積極的に取り組みました。
　この間、コロナ禍による影響もあり、急速に進んだ人口減少は、避けることができない現実ですが、市民の皆さんが力
を合わせてまちづくりに挑み続ければ、互いに思いやり、助け合える「笑顔があふれるやさしいまち」として成長してい
けると信じております。
　この素晴らしいふるさと鹿沼市のさらなる発展を祈念し、すべての市民の皆さまに感謝を申し上げます。ありがとうご
ざいました。

退任の
ごあいさつ「笑顔あふれるやさしいまち」を目指し


